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紀併　小愼孝二郎

　　1．二重星（：Double　star）琶多重星（Multiple　star）

　我々が月のない晴夜大熊座ζ星を注意して見ますε，其傍に梢光度の低

い星が殆んさくつつかんばかりに輝いてみるのを見受けます．其他琴座

ε，山羊as　Ctな♂眼のよい人には，やはり輩猫の星でなくて接近した二つ

の星なんだεうなつかれる星があります，二吋か三野程度の小望遠鏡にて

もこうしナこ星は可成多く見出されませう．これ等の星の如く肉眼でからう

じて見ゆるものから望遠鏡の力によって分明して見ゆるものを重星ミ呼び

ます．現在に干ては其の叢見竹藪は数萬個に上って居りますが，年々新し

い重星が加へられて次第に其数を喰して居ります．其のうち，二つの星か

ら成ったものを特に二重星（Doubleゴtar）ミ稽し，三つの星が接近せる時

一其の中の二個が極く接近してみる回合が普通である一その星の封を三重

星（Triple　star）こ呼び，更に四個の星が接近すれば四重星（Quad・uple　star）．

一般にそれ以上の星の接近を多重量（Multiple　star）ミ致します．四重量に

は琴座・の如く雪中の二つづつが特に接近せるものもある．第一圖はその

代表的なものです．

2．眼睨距離光度．色

　眼華距離（角距離）は望遠鏡的には3分以下のものを二重星εします壱秒

以下のものは大望遠鏡を用ひなければ見られません．

　可成りの割合に一一多分杢罷の葦乃至き位はそうでせう一一一二重星を組

織する各星は殆んさ等光度であり，他の場合は比較的極端に光度がちかひ
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　第　　　一 圖

ます．大光度の星に封して小光度の星は通常件星（Companion）ミ呼ばれ

て居ります．

　屡々ミまでは行きますまいが，二重星の各員は美はしい色のコントラス

トを示す揚合があります．（等光度の場合は一一般には無いやうです）未だ闘

明されてはありませんが，光度の小なる方はスペルトルが大光度のもの、

それより，高度の位置にある様であります．現今知られてみる斯襟な色の
コントラスト

封爾のある撒百の星についてしらべて見ても殆んさ例外なしに．大光度の

方は赤叉は黄色を表はし小光度の方は緑若しくば青，紫ε云ったふうなも

のになってゐます．アンドロメダのγ，白鳥座のβ，海豚座のγ，まきを

座のεなきは二吋か三吋程度の小望遠に於て覗はれる立派な封であります．

3・二重星の測定
　この測定は通常，懸線測微器（Filar　position－micromcter）によってなざ

れます．これによって測定される量は位置角（Position　Angle）ε距離（Dis一



タ“　プ　）Tノ　ミ　　ノN“　イ　　ナ　　リ　　’一　　（晒粉） lor　7

tance）であって，距離εは二星の星像の中心間の眼覗距離（Apparent　dis一

伽ce）を秒（角度の）で表はしたものを意味します．位置角Eは大光度の星

からzJ、光度の星へ引ける直線ミ，大光度の星を通過する時圏（Hour　circle）

Sなす角で，圖に示すか如く北より東：をへて臨計の針ミ反鉗の方向に測っ

たものであります．
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猶参考の矯め，著名なる二重星の近年の測定をか判♪ますご．
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　　4・二重星の光耀納戸物理蜘連結

　二重星は次の二種類の何れかであらねばなりません．一は光學的（Op－

tica】ly）こ二重であって，躍に方向を等しくするだけで實際は一一は近く一は遽

く甚だしく隔たったものであります．他は三際に近距離に存在し相互に重

力の影響を受けてみるためこれを物理的（Physically）ε呼びます．
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　　5・重星が光學的か物學的かを明ちかにする準嫁

　これは中々容易の仕事ではありませんなぜならば，二星を結ぶ直線上

に二星の關係的蓮動が存在するか否かを決定するに充分なるだけの櫃綾し

た観測桔果を要するからであります．今若しこの二重星が實際に近距離に

あるものミすれば，それ等の引力（Attraction）によって相互の、周園に曲線

を蚕いて蓮動ずる筈でありませう．叉それが方向に於ける偶然の一致で實

は遠距離にあるものεすれば，直線上を一一定に蓮動すろ固有三二（Proper

motion）によって，躍に同種類の相三二動をするのみに止まる筈であり

ます．よって何れかの一一一・L星を固定すれば他は一定した直線を辿る如く見え

ませう．

　　6．照雨帥二重琶物理餉二重の粗鉱撒

　二重星観測は躍に百藪十年前にウィリアム。ノ、一シエル（William　Her・

schel）のなしたものを磯矢Σ致します．彼がこの問題を取扱ひはじめた頃

認められた斯様な封は百個に達せす，且それ等は色々な観測をしてみる時，、

引くはした偶然の産物の襟であります，二重星の大多藪は最近に嚢見され

たもので，随って極く小藪のみが物理的なるか否かを決定せられナこ丈で他

の大多撒はその決定に猶多大の時間を必要ミ致します．現今楕圓蓮動を確

定せられてるるのは約五百個に過ぎぬ有様で，他に：雫行なる固有蓮動を叢

くtcめ早晩軌道確定の見込あるものを加へても千個を越えないのでありま

す．然し乍ら光學的重星なるものは，公算論（TheQry　of　PrObability）の立

揚から、撒に於て甚だ少ない事は明らかであります．故に實二上の三二は

なくざも，物理的ではないかεの豫想の下に，ほ“さの程度までのものが・

観測の三値あるかに上してエイトケンは次の限界を定めて居ます．

爾星の光度な合dて 二等以上

二等一四等

四等一六等

六等一一九等

九等一十一等

十一等以下

40r，

20rt

ls，t

51t

31t

l，，

斯くの如く物理的二重：は以外に多く，重星の大部分はこれが占めて居ろ



ダブtl■ビパイナリN（小槌） ユ59

様であります、この様な二重星を特に名づけて聯星（連星）（Binary　star）ε

致します．

　　　7・聯星（：副nary　stars）（或ひは連星こも書く）

　ウviリァム，ノx・一一シェル（W．　Herschel）が彼手製の十八吋反射鏡を以っ

て，恒星の馬差（Parallax）を確定せんために重星の観測を始めたのは實に

西紀1779年でありました・ハーシェルは光度の差の大なる二重星では通常，

一方は近距離に他は蓬か遠距離にあって，幾年かの観測を縫回すれば，二

三は其の位置及び距離の間に認知し得べき憂化を號見し得るだらうε考ヘ

テこのであります．彼の時代には二重星の観測をするものなく，ましてこ重

星に重力的關係があらうなさミは夢想だにもしなかつナこ事であるから，こ

れに依って恒星の視差を知らうミしナこ事は彼の取るべき當然の道行きεも

考へられませう。果せるかな，此の事あって五十年の後1836年ベッセル

（Bessel）は，此の方法に依って白鳥座61番星の視差を求め得たのでありま

す．さて，ノ、一シェルはこうした眼目の下に，観測をつ唱ナ，二重星間に

位置及距離の年週的振動がある事ε豫想してゐましたが，結果は早期に反

して，全く異なった，但し驚くべき事を襲毒したのであります，EIちそれ

は規則的に前進のみをつX’ける蓮動であって一一正しく，二重星の一が他

の周園を一定な軌道を辿りつ、徐々にめぐってみる事を示したものであり

ます．これについて彼の言葉を借れば

　c‘　Went　out　like　Saul亡。　seak　his　father’s　asses，　and　found　a　klngdom．”

　太陽系のひろがりのみに限定せられ．遠く恒星の世界に展開せらたる重

力王國！蓋し，當時の天文學界に一大ショックを與へしこε．宜なるかな

であります．カストル，乙女座のY大熊座のξ及ヘルクレス座のζ等は

彼の指示した中で最も著名なるものであります。

8。蓮星の軌道
　連星の各が蚕く眞軌道は，重力法則の下に，階圓であり，且つ共同重心

は焦鮎の上にあります．各々の楕園は正しく相似であって，其の大いさは

各々の質量に逆比例するこεは瞭然でありませう．連星を組織する斗星間

に相封的運動がある限り，私等は，彼等二二の何れか』瀞止して（通常は
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大なる方を静たせるものεす）．他はその周到を，共同重心をめぐる二つの

實軌道に相似なる開封的軌道によって周序するものε致します．相封的軌

道の大いさは實軌道より大きく，其の宇長軸は實軌道のそれの和に相當し

ます．これ等はすべて第四圖によって明瞭に知られませうミ思ひます．

　常世に於て位置角ε距離のみが與へらるれば，軍に野臥観測によって相

封的軌道は容易に求められるので，現在確められてみるもCD　N多くは相野・

的軌道であります．

9．灘星軌道の演算

　観測する我々が軌道面を垂直に眺め得る襟な位置にあれば見えるま・の

ものは，二野の軌道の形を示す筈であります．相野執道を用ふれば，則

ち大なる方の星を焦黙の一方に位置せしむる時，小なる方はケプレルの第

二法則の示す如く等時間に等面陵を帯きつN周韓致しませう．然し，こん

な好都合の位置に観測者は居り得ぬεまっしてよいから，見ゆるまNの軌

道は一般に眞實の形を見せて居ないミ考へたらよいでせう．挙国をさんな

傾斜を持つ李面に投射してもやはり千軍を表はすから，前述の軌道は楕圓

形にちがひないが，大きな星は勿論野地占の位置にあり相な筈はなく，長軸

ε短軸εは直交しないものε思っナこよろしいでせう．但し，小なる方の星

がケプのレの第二法則による．野積速度を等しくして蓮行ずるこεには何

等愛りはありません．

　’今第三圖によって之を見るに，ABGなる楕圓を件星の眞0）執道を表は

すものεし，其の中心をC．一焦鮎をS（大なる方の星がこxに坐してみるミ

考へる）こし，私等の硯線の方向をCC／Sすれば，通常私等の見てみる件星

の視軌道はA／B’G信なのます．これによって前述の關係事項，郭ち焦黙に

主星が位置せす，爾軸が斜交するに至る二εは明瞭になりませう．

　飴談ではあるが，偶然にも連星の軌道面が罫線の方向に一致する場合に

は，皆労光星を形成するものであるこEも推察出興野ε存じます．

　軌道蓮動が重力法則の下に行はれるこEによって，理論的には．相封的

軌道の要素を決定するkめ，位置及距離の聴罪的に正確な五個の醒測を要

します．實際には，煽動のゆるやかな事ε，二星が接近してみるので可成
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り大きい槻測誤差を俘なふので概略の撒値：が必要な丈であります・

川

町

　　　　この仕

事は輩に勢力ε

時間εの問題で，

二各々の封が軌道

の完全なものが

或ひはそれに近

きものを描くま

では，甚だ不確

實なものであり

ます．現在美事に軌道を決定せられてるるものは約百個あまりであります．

次に其の例ミして主星の二等以上のものε週期が十五年以内のものをのせ

るこεに致しました．

星 名引跡ぺ一週副長明認三婆
エイ〉ケン1UAB　9．6　9．6

鯨　　　　13　　　　　　　5．6　　6．4

大犬α　　　一1・68．4

双子　α　　　　2．0　2・9

小犬　α　　　　o。513．5

　センタウPレα　　　　 0．3　　1．7

　エイトケン8s　　7．2　7．2

G　1　10．5　1　OJ8

F　1　6．ss　1　o．24　1　o．72　1　etr30

A　150．00　1　7．57　1　O．59　1　43

A　1346．8　1　5．76　F　OA4　1　4

F　1　39，0　1　4．05　1　O．32　i　14

G，　ll　1　78．　83　1　17．　65・　1　O．ll　1　79

F　［12・12　1　1．04

こうま　δ

yガススX

5ユ　5．6

T．0　5．1 F
F

5．70

PL35
@　　　　1

0．27

O29

0．39　　　81

O’49 P78

　　10。シリアス葱プロシオン

　この二連星は海王星の獲見が撒等の力に依ってなされナこのε同様に，ニ

ユ・一．5ン力學が連星ナこる事を嚢見せしめk事件Eして有名なものでありま

す，白鳥座61番星の視差を見出したので有名なベッセル（Besse1）は，シリ

アスの蓮動を子午環によって精密に観測した結果，それが普通の恒星の如

き直線的な固有蓮動を示さす．説明に苦しんだ後シリアス件星ありて主星

たるシリアスが楕圓運動をなせるものであるε設明しましナこ．小遊星覗見

で有名な（52個のfj、遊星を嚢見しナこ）ピータース（Peters）はべツセルの考に

因ついて．件星の質量並びに主星εの距離なさの計算を1851年に獲表しま
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した時の相子的軌道を示　　　／
　　　　　　　　　　　　　vl
したもので励ます・比！

較のナこめ地球及天王星の　i

　　　　　　　　　　　　1軌道の大いさを入れまし
　　　　　　　　　　　　　SN
ナこ，　　　　　　　　　　　　’、

　　　　　　　　　　　　　　NX
　ペツセルは又プロシオ　　　　、＼

ンについても同じ結果を

豫干したが久しく件星は

護見されませんでした．

した．恰もその時（1862）レンズみがきの大家オルヴアン，クラーク（Alvan．

G．Clark）はシカゴ天文ii豊に備へるため，當時世界第一の望遠鏡を製作完成

し，試験のナこめシリアスに筒をむけナこ時，約九等の光度を持つ小俘星を認

めたのであります．やがてそれがシリアスの特異運動を閾明すべきものな

る事を確定しましナこ．

　俘星の光度は太陽の百分の一で．シリアスに比すれば一萬分の一であり

ます．但し質量はシリウスミ大差なく近年の畿表によればこの俘星は驚く

べき比重をもつ天饅εなされて居ります．

　第四圖は是等二星の眞

髄・・・…姻定　／v’e　一’　”’一』一一；2’di・＼、

　　　　　　　　　　　　　　t　deSdeh一．L　N
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塗　　　　　　’・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駝　　　llN　團
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　解　　・藤

姪
釣礎

寄事宝治遥’

黛．y晦
　f’／

／
一

　　　　　　　　　　　庭が彼の豫言後五十年1896年11月リック天文毫の

シエ・一くご一ル（Schaeberle）に依って到頭下見に至りましナこ．位置は推算ε

一致し，光度は13等を示してゐました。

　　　11・週　　期

　現今知られてみる連星中週期の最短なのは駒座のδで，5，7年でありま

すが，長い方になるKS恐らく何十萬年Sいふ程度のものでありませう．次

に藪個の連星軌道をのせましナこ．

　　12．軌道の形
　軌道の軸の角長牛径は駒座δの如き0．3”位のものから，センタウルのα

の如き2度12分の距離に俘量を有する程大旨径のものもあります．（軌道が

確定せられてるるεは云へないが主星に李行なる固有蓮動を示す爲，連星
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e）やうである．）實長は説差が明らかなる場合でなければ求められないわけ

であります．親差ε角牛窓より實長を導びきし例Eして材料はやX古いき

らひはあるが．シー（See）によれば

星 名陣通解則農轟諾1週劉蓼警蝉
カシオペアη

シ可アス

センタウルCt

O．35，，

0．39

0．75

8．21n

8．03，t

17．70

　23．5

　20．6

［　23．6

195・8年

52．9．

8Ll

O．33

3．13

2．00

（この値は近年の結果ε多少の相違があるこεを御了承下さい．）この例に

よればシリアスの場合には俘星の質量は主星の約轟ε出て來るし，センタ

ウルCtでは殆ん汐等しいものになって來ます．聯星はこの例では，太陽系
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中の大なる軌道を持つ天王星海王星ε比肩さるX軌道をもつものの様であ

ります．連星軌道の研究は未だ充分εは申されぬので，全部がこんな風だ

εは勿論申されません．

　　13．羅星の質量

　連星の軌道の形，週期が判明すれば，質量は重力法則によって次の式か

ら求められます．

　　　　　　　　　　（長牛径）3
　　　　　　　　　　　　　　　　　X；重力の常撒　　　M十m＝＝4xEx
　　　　　　　　　　（週　期）L）

　長戸径及び週期が天文輩位置年数で表はされてみれば，4がなる項が省

けるから．M十mは太陽を軍位ごしての値が出て盛る事iなります．前表

に於ける最終の行の値は太陽を1εして定めfこものであります．猫嶽例を

爆げるE．

星

センタウル

大　夫　α

ク可ウゲル六
十番
小　犬　α

星量
B

質
A

蛇
夫9

の

0
　
1
晶

ユ
滋
1
　
2

鴇
璽

自
主
．

」
ノ
r
き

　
A
　

」
4

1
　
8

β
沿

0
　
7
＆

名
一

α
／
　
α

名i

　O，3　1．7

HI．6　8．4

　9．3　IO．8

　0．5　13，5

1．1　O．9．

2．4　1．0

0・P．O　O．18

1．1　O．4

蛇遣　70

大熊　ξ

へ♪レ〃レスζ

光　丁度
A　　　B

4．1　6．1

4．4　4．9

3．0　6．5

膣馬
O．8　O．7

0．5ぎ　0．55

1．0　O．5

　　　　　　　X　　　　X　　　　X　　　　X　　　　X

　こXで一寸御断はりして置きたい事は，今まで連星々々ミ書きぱなしに

して置きましたが，現今分光連星（Spectroscopic－Binary）ε優別すれば，實

三連星ε名付けらるXものでありますから，其丈御ふくみ願ひます．

　　　　　　　　×　×　×　X　X

　　14・分光i蓮星（鞠e魔ose曜e　kting．ry）

　望遠鏡の力によって，二つには見えぬけれ♂も，それが分光器の力によ

って連星たるこεを謹し得るに至ったのは極めて最近の嚢見であります．

　師ち，連星たる以上は，例令望遠鏡の視野に一個ξして映するも，分光

器にかくれば，スペクトル中に各々から來た光線が重鍍するこミになりま

す．然も黒星は相互に正反蜀の方向に運動するものであるから，覗線速度

の相異εなって力線に移動が表はれます．依てこの噌二間の距離を測定し
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測距的速度を見出し得て，藪回の観測結果から連星なる二εを知り得たの

であります．但しスペクトルには嗜線に基準位置ε云ふものがあるから。

一方が暗黒な天腿であっても，他方だけの観測によって一それに週期的

移動があれば一連星なるこεを看破出師る筈であります．オリオンのδ等

はその例でありまして，件星は暗黒膿なのであります．

　西紀i889年，御馴染の連星大熊座ζの主星が，ピケリング（Pickering）

によって，スペクトル中に二重の暗線があり．約52日の遍期を示してみる

こεを一見されましナこ．（大熊座ζ星の詳しい記事は大正十五年の天文月

報第十號及第十一號を御萱下さい）．これ，主星が二星より成り，二星の共

同重心を周干してみるこεによって記明さるXミころであります．

　フォーゲル（VQgeDの観棚（1900－1901）は，該星の遍期εして20，6日．

連星間の距離は2833×104哩，質量は太陽の9倍なるこミを推定してゐます．

参考の爲め主なる分光連星を次の表に）b）　Mけました．（光度2．5等以上のも

の）（一は近づき十は遠ざかる）

　　星　名　等網胱型匝期覗罐度姻鞠・騨度
アン・ドロメダCt

小　　熊　α

ペツセウスβ

α
β
Y
β
δ
㏄
㏄
β
巳
ζ
㏄
α

者
ン
子
者
ン
子
子
熊
回
歴
女
雀

2．2

2．1

2，3一一35

0・2

0．3

1．9．

2．1

2．5

2．8

2．0

2．4

1．7

2．4

1．2・

2J

A
F
B
G
B
A
A
B
A
A
A
A
A
B
B

　95．67日

　3．969
12．・67

iIO4．022
1・・．・・

［2i75．0

　3．960

i5．732
　

｛　2．928

　9．219
1

　0．312

　1。516

　20．536
14．。、4

　

iu．753
1

30．75夢F秒

　3．04

41．3

25．76

　3．77

　6．lo．

108．96

100．96

3L76

13．56

　1．25

　3．5

69．22

126．1

　7．25

一11．53粁秒

一14．8

鵡：il

土器　i

翻5
丁鵬

ゴ；：9？’

III？lg4

キ2．0

　1889年フォーグルは．叉アルゴールの軌道蓮動を分光器により登早して，

グトニツクの提案に裏書しナこ事は分光學護達史の一頁を飾る一エピソード

でありませう，
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　14，分光蓮星の週期

　現今知られてみる分光連星中週期の最も短きものは，セブエウスのβ．及

牡牛座のRZで前者は0．19日・後者は0．172日であります，週期の長い方

では限りはありません．

　　　15．分光蓮星の鐵

　只今まで調査された星は多く大光度のもので，近々五六千個の肉眼星だ

が，以外に多く一千餓りも分光連星なる事を知られてゐます．カンベル

（Campbell）に嫁れば全恒星の二，三割は分光連星であらふミいはれてゐま

す．

　　　　　　　　×　×　×　×　×

　　16．三池星及多蓮星

　三重星或ひは四個以上の星の接近せる多連星に於て，相互に物理的關係

．があれば夫々三連星及び多蓮星ε申します．これ等は複雑した三燈乃至は

多禮蓮動をやって居ります，

　三連星は最初に記した通り三星中の二歩は，早く近接してみるのを例ε

するので，運動の形式ざして二障の楕圓軌道を第三星が拍動するものεし

てみる場合が多い様です．例へば第五圖中の蟹座のζはAB爾星の相互

楕圓蓮動を第三星が57年毎に囁動してみるここになってゐます．此星中A

Bの週期は最近の研究から57．9年．牟長軸O．87秒のものでありますが，第

三星Cは約5秒をへだナこり週期も恐らく撒百年ミ云ふ程度のものでありま

せP．

　四重星の好標本琴座のeに於ては各々二つづΣが接近して何れも約四五

百年の週期でめぐってみて，更にこれらが全罷εして共同重心の周園を撒

千年Sいふ程度の週期でめぐってみる様であります．

　　二二星の分光型弍に於ける分布

　分光型式によって約四千個の連星を分類すれば

　　　　0型乃至B8型　　　　　　約　四　　分

　　　　Bg一一A3　　　　　　　　　　約　三割二分

　　　　As－F2　　　　　　　　約　一」割四分
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　　　　Fs　＿Gu　　　　　　　　約　二割八分

　　　　Gs－K：2　　　　　　　約一割一分

　　　　K5－Mb　　　　　　　　約　一　　分

　この表にて見る如く早期及び晩期を除外すれば，各亥中に可成一一様に

分布されてるる様であります・蓮星に於て各々が光度を異にするが如く分

光型も同襟同一一でなく，一一一ncに：巨星連星にては微星の方が早期の分光型に

嚇し，倭星にては微光星の方が晩期の分光型に剥してゐます．

　次に分光連星の分布をミれば

B型に属してみるもの

A　llF　　　　　e

G　　　　　t，

K　　　　　o
M　　　　　　tl

約三割三分

約二割六分

約一割

約一割二分
約一・割六分

約　　三分

　師ち實覗連星ミ比較すれば前者はG型のものに多く，後者はB型に多・

き事は著しき差異でありませう，

　　　　　　　X　X　X　X　X
　随分長く書きならべましたが，まSまりのないものになってしまつナこ事

を御赦恕願ひます．猶星辰進化論ε蓮星εの關係な曹は甚だ興味あるもの

でありますが，N別の機會に蓮べさして頂き度いε思ってゐます．（完）

重要なる今春の総會

　本會は來る五月八日（日曜）紳戸市に於いて定期総會’を開きます．一七

年前，本會が生れ出でてより今日まで，會は形に於いても，内容に於いて

も大なる登展をしました．就いては此の際，昭和の新時代に入る初めての

総會に於いて，大に其の陣容を改め，あらゆる方面に於いて活躍の準備セ

整へたいε思ひます．今度の総有には

　　1．會員の組織を改めるこご，

　2．會の役員や幹部の組織を全然改造するこご．

　　3．會の名を改めるこご・

　等に關する諸種の最重要なる議案が提出される筈であります．全國の會

員たち奮って参加せられんこミを希望します．一詳細は次號を見られ

よ！！！
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ヘリクレス座の球献星團
これば，へ））クソス座にある球運星團で，メシヤーの第十三番，NGC

の第6205番です．北天に鞭て有名な星團ですが，この爲眞に，カナダ，

ナソタフにあるドミニナン天職譲の眼反射鏡でJ　S・P工askett教授が撮

ったものです・色々な光度の星が見えろでitありまぜんか，光の強い星

itE星であり・光の弱い星に倭星だらうIL？言にれて屏ます．


